
錐
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
纏
。
漆
掌
敢
授
ミ
敏
ン
雪
μ
瑛
敬
慕

鑑
賞
山

九
山
山
　
（
五
八
山
ハ
）

u
り
。
鐸
す
教
授
ご
故
レ
（
鑓
ヨ
。
。
教
授

文
學
博
士
　
三
　
　
浦

周
　
行

　
欧
米
に
あ
る
二
學
友
か
ら
私
の
最
近
に
受
取
つ
た
書
信

は
一
は
慶
す
べ
く
、
一
は
弔
す
べ
き
斯
界
の
新
清
息
を
含

ん
で
居
る
。
其
一
つ
は
交
部
省
在
外
研
究
員
な
る
小
総
高

等
商
業
學
稜
激
授
寺
田
貞
次
氏
か
ら
伯
林
大
學
に
於
け
る

セ
ー
フ
ァ
ー
敷
授
の
八
十
歳
記
念
講
演
に
開
し
て
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
原
文
の
儘
左
に
抄
出
す
る
Q

　
（
前
略
）
目
下
伯
林
大
學
で
聴
講
致
し
て
居
う
ま
す
。
地

　
學
の
霊
室
は
本
館
外
寓
○
興
。
玲
§
識
量
蕊
①
毎
謬
の
楼
上

　
な
る
O
o
o
σ
q
養
℃
ぼ
ω
9
。
』
辺
同
ド
9
で
は
御
座
り
ま
す
け
れ

　
ざ
も
、
寓
話
〇
二
ω
9
Φ
0
8
σ
q
窮
や
ぼ
。
に
も
趣
昧
を
も
つ
て

　
居
b
ま
す
の
で
、
く
。
σ
q
包
毅
擾
の
講
義
及
び
ま
碁
碧
嵩

　
に
出
席
致
し
、
又
U
．
ω
。
冥
慾
激
授
の
講
演
を
も
拝

聴
致
し
て
居
り
ま
す
。
o
。
○
冥
幹
激
授
の
講
演
は
百
四

十
番
、
＜
o
⑳
飢
激
授
の
は
百
十
九
番
の
普
通
澱
室
ざ

躍
ぎ
藍
碧
ω
。
§
・
の
害
で
、
何
れ
も
史
林
（
籔

屯中

L）

ﾅ
御
紹
介
下
す
つ
た
室
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一

入
の
戚
に
う
た
れ
、
先
生
御
來
隊
の
當
時
を
追
懐
致
し

て
居
り
ま
す
o
U
．
o
Q
o
霧
隠
幽
晦
授
は
既
に
御
退
隠
で
は

あ
り
ま
す
け
讐
も
、
一
週
三
度
（
蹄
解
讐
づ

、
全
聴
講
生
の
爲
め
に
℃
各
野
①
で
講
演
さ
れ
ま
す
。

本
篇
期
は
U
簿
匹
凱
♂
U
2
g
ぼ
卑
＆
§
鋤
写
p
算
姦
9
H

ご
云
ふ
題
で
話
し
て
居
ら
れ
ま
す
。
殊
に
本
年
は
澱
授

入
十
歳
の
記
念
講
演
に
も
相
當
致
し
ま
す
し
、
又
御
講

演
が
濁
國
の
重
要
問
題
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
勢
聴
講



者
は
非
常
に
多
く
、
百
四
十
番
の
大
講
堂
に
充
満
の
盛

況
を
呈
し
て
居
う
、
準
備
員
に
依
っ
て
古
い
ラ
イ
ン
浩

岸
の
地
圖
も
か
、
げ
ら
れ
、
助
手
ご
も
思
は
れ
る
入
か

ら
御
廟
演
に
關
す
る
紹
介
が
す
み
、
愈
々
糞
桶
の
入
場

と
な
る
ご
、
聴
衆
は
一
時
に
足
踏
を
し
て
大
敷
迎
を
や

る
。
講
授
如
何
に
も
嬉
し
氣
に
心
学
に
の
ぼ
ら
れ
る
。

過
臼
の
如
き
、
賄
講
の
｝
婦
人
は
美
し
い
花
束
を
激
授

に
呈
し
ま
し
π
。
其
師
弟
の
美
し
い
激
情
の
あ
ら
は
れ

を
槻
、
楡
快
の
威
に
う
た
れ
ま
し
た
。
舞
顔
す
る
慮
、

駿
授
は
頭
髪
、
御
風
倒
に
未
だ
象
れ
程
白
く
も
な
く
、

八
十
歳
の
御
高
齢
ε
も
思
へ
ぬ
元
氣
さ
、
堂
々
ビ
講
演

さ
れ
る
庭
は
、
聴
衆
を
し
て
戚
深
か
ら
し
め
ま
す
。
然

し
御
高
齢
の
加
減
に
や
稽
御
灘
が
低
い
の
で
、
聴
衆
中

に
は
耳
に
害
し
て
熟
聴
し
て
居
る
の
を
も
見
受
け
ま
し

た
が
、
御
灘
の
低
い
慮
、
其
庭
に
又
一
種
の
妙
昧
が
あ

る
楼
に
も
考
へ
ら
れ
ま
し
た
云
々
Q

今
か
ら
三
年
前
私
が
伯
林
大
學
を
お
ビ
つ
れ
た
頃
は
、

　
　
第
十
巷
　
　
雑
纂
　
　
。
D
。
茎
茸
歎
授
書
故
と
舞
切
敷
授

生
憎
暑
中
休
暇
に
入
っ
た
後
で
あ
っ
た
爲
め
に
、
期
待
し

た
セ
ー
フ
ア
ー
激
授
の
馨
咳
に
接
す
る
磯
會
を
も
得
な
か

っ
た
が
、
同
大
學
の
吏
學
研
究
蜜
は
、
濁
逸
に
於
け
る
私

の
最
初
の
肥
壷
で
あ
っ
淀
丈
に
、
長
時
間
に
渉
っ
て
仔
細

に
見
學
し
た
後
、
ふ
ご
講
堂
の
入
ロ
に
近
く
、
デ
イ
レ
ク

ト
ル
ご
し
て
の
セ
ー
フ
ァ
！
直
面
の
大
理
石
の
胸
像
を
見

出
　
し
、
更
に
其
壼
木
に
測
ん
だ

　
　
　
○
圃
簿
臨
。
財
O
o
o
｝
難
冷
戦

　
　
　
　
U
o
B
団
○
誘
。
び
興
　
U
①
B
H
為
財
器
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
U
O
ヨ
U
①
二
輪
O
二
戸
Φ
二
丁
懸
口
P

ご
の
濁
逸
勲
等
界
の
一
大
客
歳
な
る
黒
瀬
に
取
ろ
て
建
に

ふ
さ
は
し
い
象
徴
的
な
銘
文
を
押
下
し
だ
時
、
暫
く
立
ち

弾
く
し
て
衷
心
の
敬
意
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
今
寺
田
學

士
の
見
る
が
如
き
ス
ヶ
ツ
チ
に
捜
し
て
．
坐
う
に
嘗
年
の

記
憶
を
喚
漣
こ
し
乍
ら
、
愛
好
の
情
熟
に
燃
ゆ
る
老
澱
授

の
風
季
ご
講
壇
の
下
に
集
ま
る
若
人
の
群
ご
を
思
浄
べ

た
。

第
四
號

九
七
（
五
入
七
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
齢
㌶
穿
設
擾
建
数
〉
【
ざ
塁
歌
授

　
今
一
つ
は
亜
米
利
撫
エ
ー
ル
大
學
複
玉
授
朝
河
貫
一
氏

か
ら
米
國
史
界
の
誉
者
で
、
欧
洲
の
中
世
吏
殊
に
英
國
憲

法
史
の
泰
斗
な
る
同
大
學
の
ア
ダ
ム
ス
二
重
の
計
菅
ご
共

に
、
同
氏
編
入
こ
し
て
深
く
同
情
す
べ
き
造
瀬
な
き
衷
情

を
地
毛
さ
れ
た
蓮
信
で
あ
る
Q

　
（
前
略
）
旧
説
當
地
御
來
遊
の
時
御
短
會
な
さ
れ
し
ア
グ

　
ム
ス
駿
授
は
、
五
月
二
十
四
日
永
嘱
せ
ら
れ
候
。
弘
く

　
並
央
米
爾
國
に
て
悼
ま
れ
候
。
殊
に
小
生
は
同
氏
の
登
意

　
に
よ
り
て
、
そ
の
後
を
承
け
て
欧
洲
中
世
法
制
史
を
受

　
持
ち
意
う
候
の
み
な
ら
す
、
廿
血
石
、
師
こ
し
友
こ
し

　
て
永
眠
に
至
る
ま
で
親
交
を
賜
は
り
し
人
に
候
間
．
大

　
に
落
謄
仕
置
。
討
議
し
思
量
す
る
入
を
全
く
失
ひ
、
他

　
に
は
此
方
面
に
此
程
の
人
は
無
地
に
之
な
く
、
失
望
此

事
に
候
。
殊
に
學
問
以
外
、
個
入
こ
し
て
、
氏
の
寡
言

誠
實
は
、
他
に
多
く
比
類
之
な
く
、
氏
の
死
去
に
よ
り

小
生
の
嘗
て
豫
難
せ
ざ
り
し
室
虚
を
胸
中
に
生
じ
候

云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
嬢
臨
號
　
　
　
九
入
　
（
五
八
入
）

　
私
が
ア
ダ
ム
ス
激
授
に
遭
っ
た
の
は
大
正
十
一
年
十
一

月
の
牢
、
ニ
ュ
ー
・
ヘ
ヅ
ン
で
一
週
日
を
遊
つ
た
頃
の
事

で
あ
る
。
豫
ね
て
雲
門
の
立
面
か
ら
鼻
聾
に
書
し
て
…
種

の
親
し
み
を
有
っ
て
居
た
私
は
、
朝
河
氏
か
ら
更
に
澱
授

が
セ
ミ
ナ
ル
の
指
導
振
に
於
て
一
大
天
才
で
あ
る
ご
聞
か

さ
れ
た
の
で
一
夕
同
氏
ご
相
携
へ
て
、
エ
ツ
ヂ
・
ヒ
ぞ
ロ

ー
ド
の
物
寂
し
い
隠
栖
を
訪
う
た
。
雛
霰
な
る
指
導
に
門

下
の
女
學
生
を
泣
か
せ
た
こ
の
挿
話
杯
が
加
昧
さ
れ
た
私

の
想
像
は
美
事
に
裏
切
ら
れ
て
、
二
子
は
痩
せ
ぎ
す
で
は

あ
る
が
、
古
稀
よ
り
は
十
歳
も
若
く
見
え
る
温
顔
親
し
む

べ
き
老
紳
士
で
あ
っ
た
。
朝
河
氏
が
、
こ
れ
も
人
好
き
の

す
る
老
夫
人
ε
談
笑
の
間
に
、
私
の
問
ふ
が
儘
、
言
葉
寡

な
に
而
か
も
盤
惣
に
答
へ
ら
れ
た
談
片
は
、
私
が
嘗
て
本

誌
（
第
入
恕
第
四
號
掲
載
「
最
近
桜
煎
史
界
管
見
」
）
に
紹
介

し
た
通
り
で
あ
る
。
其
後
程
な
く
私
は
同
大
學
史
學
部
敷

官
の
會
食
に
陪
席
し
た
が
、
激
授
聖
意
合
せ
ら
れ
た
か
ら

暫
し
言
葉
を
交
は
し
た
。
食
後
私
こ
い
ふ
外
為
人
の
居
る



前
で
史
學
部
の
學
制
改
革
に
つ
い
て
の
協
議
が
始
め
ら
れ

先
づ
若
い
一
駿
官
か
ら
可
な
り
突
飛
な
改
革
案
が
提
掛
さ

れ
る
ご
、
各
無
官
の
質
問
手
答
が
一
ビ
し
き
う
は
つ
ん
だ

耳
の
遠
い
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
部
長
等
ご
一
隅
に
掛
け
て
居
ら

れ
た
激
授
は
緊
々
ε
し
て
一
語
を
も
獲
せ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
風
面
に
一
肝
心
か
ら
数
授
を
名
指
し
て
其
在
職
中
の

事
を
尋
ね
ら
れ
る
ご
、
只
扁
語
．
よ
く
は
記
憶
せ
な
い
ご

豪
く
受
流
さ
れ
た
こ
こ
ろ
に
、
今
は
退
職
の
身
の
控
目
に

ご
の
用
意
の
ほ
の
見
え
て
床
し
か
っ
た
。
そ
れ
が
私
の
漱

授
を
見
だ
最
後
で
あ
る
が
、
後
日
私
が
華
盛
頓
に
カ
ー
、
矛

暴
言
研
究
所
の
歴
史
部
を
訪
う
て
、
部
長
ぜ
ー
ム
ソ
ソ
駿

授
か
ら
、
同
店
の
重
重
蒐
集
事
業
に
醸
す
る
親
切
な
る
説

明
を
聴
取
つ
た
上
に
、
ア
ダ
ム
ス
露
量
等
の
斡
旋
に
依
っ

て
側
刊
さ
れ
て
か
ら
、
二
十
年
忌
り
も
編
纂
主
任
を
績
け

ら
れ
て
居
る
ア
メ
ソ
カ
ン
・
ヒ
ス
ト
フ
カ
ル
・
レ
ヅ
ユ
ー
の

編
輯
経
管
振
に
つ
い
て
の
委
曲
を
悉
く
し
た
啓
辮
に
接
し

又
亜
米
利
加
史
學
協
愈
の
種
々
の
印
刷
物
の
寄
賂
を
も
受

　
　
　
第
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
警
叢
h
9
歌
授
定
故
｝
象
一
蕊
数
授
’

け
た
の
は
、
全
く
激
授
の
紹
介
の
賜
物
と
戚
謝
に
堪
へ

澱
。

　
其
頃
の
毅
授
は
エ
ー
ル
の
富
屋
稜
で
、
少
時
間
法
制
吏

の
講
義
を
導
け
乍
ら
敷
面
著
述
に
民
事
さ
れ
て
居
る
ご
聞

い
た
。
轟
轟
の
英
國
憲
法
史
は
造
詣
の
最
も
深
か
っ
た
丈

に
英
國
の
大
喪
で
も
探
用
さ
れ
て
居
る
の
を
私
の
滞
英
中

に
目
撃
し
た
。
駿
授
の
遠
逝
が
本
國
ご
同
様
、
英
國
で
も

痛
惜
さ
れ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
今
近
着
の
ア
メ
ソ
カ

ン
・
ヒ
ス
ト
ソ
カ
ル
・
レ
ヅ
ユ
ー
七
画
面
か
ら
、
，
激
励
の
3
5

友
ゼ
ー
ム
ン
ン
編
纂
主
任
の
筆
か
ご
お
ぼ
し
き
簡
潔
で
而

か
も
構
誼
の
濃
や
か
な
追
憶
記
を
借
り
て
、
此
學
識
人
格

の
高
い
公
家
の
片
鱗
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
ゃ
う
。

　
エ
ー
ル
大
學
の
名
轡
教
授
ジ
ヨ
；
ル
ヂ
・
バ
ル
ト
ン
・
ア

グ
・
ス
博
士
は
五
月
二
＋
六
羽
毛
叢
騙
繋
）
七
＋
四

　
歳
に
垂
ん
こ
し
て
逝
去
さ
れ
た
。
氏
は
一
入
七
七
年
か

　
ら
一
八
入
八
年
蓬
は
ド
ル
ソ
ー
・
カ
レ
ッ
ヂ
、
一
入
入
入

　
年
か
ら
一
九
丁
七
年
、
氏
の
退
職
迄
は
エ
ー
ル
大
學
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
九
九
　
（
五
入
九
）



　
　
第
十
陰
　
　
維
　
纂
　
　
浄
達
ζ
歎
綬
ぐ
、
歓
〉
・
一
§
孫
敦
授

史
學
の
藪
授
で
あ
っ
た
。
民
の
立
涙
な
朧
女
絶
版
は
『
中

世
の
文
明
』
（
一
入
九
四
年
）
で
あ
っ
て
．
刷
綾
き
『
佛
蘭

西
國
民
の
興
隆
』
（
一
入
九
六
年
）
『
欧
羅
巴
吏
綱
婆
』
（
一

入
九
九
年
目
が
刊
行
さ
れ
た
、
併
し
氏
の
最
も
得
意
こ

し
た
の
は
英
國
憲
法
運
搬
に
十
三
世
紀
の
そ
れ
で
あ
っ

て
、
ハ
ン
ト
及
び
プ
ー
ル
の
『
芙
臨
政
治
更
』
の
第
二
冊

（一

縺
Z
五
年
）
郎
ち
一
〇
六
六
年
か
ら
＝
一
一
六
年
迄

の
も
の
と
『
思
量
憲
法
の
超
源
』
（
一
九
＝
一
年
）
ご
ハ
ス

キ
ン
ス
激
授
監
修
ホ
ル
ト
出
版
の
叢
書
（
亜
米
利
加
歴

史
叢
書
の
事
）
中
の
『
尊
翁
憲
法
史
』
（
一
九
二
一
年
）
ε

の
著
者
で
あ
る
〇
十
三
燈
紀
の
憲
法
史
に
關
す
る
氏
の

考
察
は
屡
々
本
誌
の
研
究
欄
で
先
づ
嚢
表
さ
れ
て
、
　
一

般
の
承
認
ざ
多
少
の
反
甥
と
を
受
け
た
こ
ご
で
あ
る
が

確
か
に
識
見
該
博
で
論
旨
も
透
徹
で
あ
っ
た
。
氏
は
一

入
九
一
年
か
ら
一
入
九
七
年
迄
ご
】
入
九
八
年
か
ら
一

九
〇
一
年
迄
ビ
亜
米
利
加
吏
學
協
會
の
詐
議
員
會
の
委

員
で
あ
っ
て
、
，
一
九
〇
八
年
に
は
協
會
の
會
長
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
第
囚
號
　
　
　
一
〇
〇
　
（
五
九
〇
）

た
。
…
入
選
五
年
に
本
誌
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
、
一
九

＝
二
年
迄
は
贋
綾
き
編
纂
委
員
書
の
議
長
で
あ
っ
た
。

氏
は
襲
正
し
い
立
面
、
知
識
、
及
び
他
ご
の
♪
6
0
ら
ゆ
る

交
渉
に
於
て
の
熟
慮
、
屡
寛
な
る
精
力
及
び
常
識
に
依

っ
て
、
協
曾
の
困
難
な
時
代
に
、
評
議
員
會
に
向
っ
て

非
常
の
援
助
を
與
へ
ら
れ
た
。
了
し
て
本
誌
剣
刊
以
來

の
数
年
間
氏
の
持
前
の
如
上
の
特
性
ご
干
物
で
且
つ
…
獄

身
酌
な
努
力
ご
に
負
う
た
こ
こ
ろ
は
、
現
在
一
般
の
想

像
以
上
に
多
大
な
も
の
で
あ
る
。
氏
は
高
潔
の
士
で
あ

り
、
親
切
の
友
で
あ
っ
た
。


